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応募時人数 18 55 30 20 18 141
％ 12.8 39 21.3 14.2 12.8
最終人数 13 42 25 19 17 116











































































AM大手 2社 1社 3月15日
FM大手 1社 0社
コミュニティFM 1社 1社（2回） 12月14日，3月18日
雑誌 1社 1社（2回） 2月22日，3月14日
新聞 2社 1社（2回） 12月1日，3月21日
鈴木・上田：「若者のための《第九》」
年齢制限を超えた人からの参加希望，札幌以外からのチケット購入，資金的な応援があった
ことは，この公演に対する関心度の高さや，応援したいと感じさせる企画であったことが確認
できた。また，実行委員が関わる合唱団などからの支援が多く，実行委員個々人への信頼や期
待度の高さによる結果だったと言える。音楽を通して，人と人がつながったと言えるだろう。
運営面について。助成金は目標の1/2程度しか集まらなかった。芸術的活動を支援する助成
は全国に多数あったが，それを吟味する余裕がなく申請にいたらなかった。その原因はもっぱ
ら実行委員の人員不足からくる動き出しの遅れである。次回は早期から動き出し申請する必要
がある。メディアへの対応も助成金と同じく，実行委員の人数や時間の問題から十分な活動が
できたとは言えない。人員増員と共に初動のスピードにも改善の余地がある。メディアを含め
た情宣活動は，公演の宣伝やチケット販売につながるものであるため，綿密な広報戦略が必要
となる。
今まで，必要な機会であったにも関わらず，なかなか企画されなかった今回のようなコンサー
トを公演できたことは北海度のクラシック音楽の今後にとって大きな成果であると考えている。
この活動の実際的な成果は具体的に数字に出るものではないし，その成果が見えてくるまでか
なりの時間がかかることだが，この「若者のための《第九》」の継続によってクラシック音楽
への関心を強めていきたい。
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